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新潟県聖籠町議会

元気いっぱい
ガンバロー！

（町立せいろう幼稚園
運動会）

（P.２）

（P.８）

（P.13）

（Ｐ.15）

新しい議会構成が決まる
令和４年度決算審査特別委員会
　　　聖籠町赤十字団奉仕団の声
ズバリ直言！ 町政を問う
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手嶋　満副議長

第４回９月
臨時会

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
る

　令
和
５
年
８
月
27
日
執
行
の
聖
籠
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

は
、
定
数
14
人
に
対
し
16
人
が
立
候
補
。
そ
の
結
果
、
新
人

３
人
を
含
む
14
人
が
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　９
月
７
日
に
改
選
後
初
の
臨
時
議
会
を
開
き
、
議
長
に
宮

沢
光
子
議
員
、
副
議
長
に
手
嶋
満
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　議
会
は
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
町
民
の
代
表
者
、
町
民
の
声

の
代
弁
者
と
し
て
、
責
任
感
を
も
っ
て
行
政
の
監
視
機
能
を

果
た
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
長
に
宮
沢
光
子
議
員

副
議
長
は
手
嶋
満
議
員

　議
長
選
に
は
２
人
が
立

候
補
し
、
議
員
全
員
の
無

記
名
投
票
に
よ
る
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

宮
沢
光
子
議
員
７
票
、
長

谷
川
六
男
議
員
７
票
で
し

た
。
同
数
の
た
め
、
く
じ

引
き
に
よ
る
決
選
の
結
果

宮
沢
議
員
が
当
選
し
ま
し

た
。　副

議
長
選
挙
に
は
２
人

が
立
候
補
し
、
選
挙
の
結

果
、
手
嶋
満
議
員
８
票
、

長
谷
川
六
男
議
員
６
票
で

し
た
。

　選
出
さ
れ
た
正
副
議
長

に
は
今
後
４
年
間
、
聖
籠

町
議
会
の
代
表
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

町
民
に
分
か
り
や
す
く
開

か
れ
た
議
会
運
営
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

 

議
長
選
挙
結
果

宮
沢
光
子
議
員
　
　７
票

長
谷
川
六
男
議
員
　７
票

※

得
票
同
数
の
た
め
、
く

じ
引
き
に
よ
る
決
選
を

行
っ
た
。

 

副
議
長
選
挙
結
果

手
嶋
　
　満
議
員
　８
票

長
谷
川
六
男
議
員
　６
票

　町
民
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
か
ら
町
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
町
議
会
議
員
選
挙
後
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
改
選
後
、
14
人
の
議
員
の
年
齢
構
成
は

20
代
か
ら
70
代
ま
で
多
様
な
人
材
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

議
会
に
対
す
る
町
民
の
関
心
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　町
の
執
行
機
関
に
対
し
て
、議
会
は
批
判
す
る
だ
け
で
は
な
く
、是
々
非
々

の
関
係
を
意
識
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
研
さ
ん
を
積
み
、
考
え
た

政
策
を
提
言
す
る
議
員
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　町
民
の
生
活
と
福
祉
の
向
上
、
さ
ら
な
る
町
政
の
発
展
に
向
け
て
、
議
会

全
体
で
建
設
的
な
政
策
議
論
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

宮
沢
光
子

　

宮沢光子議長
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栗原博久
①年齢・期数　  76 歳　１期目
②行政区　　　  次第浜
③４年間に向けた抱負
聖籠町に羽越新幹線新駅を
誘致し、町発展に尽くしたい。

長谷川進一
①年齢・期数　  72 歳　１期目
②行政区　　　  聖中ケ丘
③４年間に向けた抱負
福祉の向上・充実。
声なき声を議会に。

川上りな
①年齢・期数　  26 歳　１期目
②行政区　　　  聖中ケ丘
③４年間に向けた抱負
町民の声が活きる町政となる
よう、力を尽くします。

伊藤千穂
①年齢・期数　  52 歳　２期目
②行政区　　　  亀塚
③４年間に向けた抱負
より一層、町民に寄り添える
よう尽力してまいります。

髙崎美由貴
①年齢・期数　  48 歳　２期目
②行政区　　　  亀塚
③４年間に向けた抱負
議会改革、農業振興、政策
提言に取り組みます。

斎藤　豊
①年齢・期数　  65 歳　２期目
②行政区　　　  杉谷内
③４年間に向けた抱負
選挙公報に掲げた公約の実
現に向けて努力いたします。

青木　順
①年齢・期数　  42 歳　４期目
②行政区　　　  苔沼
③４年間に向けた抱負
子どもたちに今より住みやす
い町をバトンタッチ。

長谷川六男
①年齢・期数　  68 歳　３期目
②行政区　　　  蓮潟
③４年間に向けた抱負
安心・安全・健康で生き生き
した活力ある聖籠町に！

宮沢さやか
①年齢・期数　  43 歳　３期目
②行政区　　　  網代浜
③４年間に向けた抱負
子育て支援の充実・議会の
見える化に取り組む。

新議員の紹介 ～より良い聖籠町を目指し議会改革を～
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須貝龍夫
①年齢・期数　  71 歳　８期目
②行政区　　　  次第浜
③４年間に向けた抱負
町民一人ひとりの声を町政に
反映できるように頑張ります。

中村恵美子
①年齢・期数　  64 歳　８期目
②行政区　　　  外畑
③４年間に向けた抱負
町民目線に立って、議会活動
を行っていきます。

田中智之
①年齢・期数　  58 歳　４期目
②行政区　　　  二本松
③４年間に向けた抱負
税金の無駄遣いと使途を、
徹底的にチェックする。

宮沢光子
①年齢・期数　  70 歳　６期目
②行政区　　　  網代浜
③４年間に向けた抱負
町民に見える、聞ける、わか
る議会活動をします。

手嶋　満
①年齢・期数　  65 歳　２期目
②行政区　　　  藤寄
③４年間に向けた抱負
町政への提言を通じて安心し
て暮らせるまちづくり。

○
新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

　宮沢

　光子

　
　田中

　智之

○
豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合

　須貝

　龍夫

　
　中村
恵
美
子

○
新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供
給
企
業
団

　青木

　
　順

　
　栗原

　博久

○
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合

　髙崎
美
由
貴

○
新
発
田
市
・
聖
籠
町
議
員
協
議
会

　手嶋

　
　満

　
　青木

　
　順

　宮沢
さ
や
か

　
　長谷
川
進
一

　川上

　りな

※

一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の
普
通
地
方
公
共
団
体
や

特
別
区
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
共
同
で
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
置
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。

一
部
事
務
組
合
等
の
議
員
を
選
任

※
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　委員会は、議案等を詳しく審査するために設置されています。聖籠町には、総務文教・厚生産業・広報広聴の３つ
の常任委員会と、議会運営の委員会があります。傍聴を希望される方は議会事務局までお越しください。
　◎委員長　○副委員長

厚生産業常任委員会
　町民課、保健福祉課、産業観光課、ふるさと整備
課東港振興室、上下水道課および農業委員会の所管
に関する事務の調査ならびに議案、請願、陳情等の
審査を行います。

総務文教常任委員会
　議会事務局、総務課、税務課、総合政策課、生活
環境課、会計室、教育委員会、選挙管理委員会、監
査委員および固定資産評価審査委員会の所管に関す
る事務の調査ならびに議案、請願、陳情等の審査を
行います。

広報広聴常任委員会
　年４回の議会だよりの発行などにより、議会に関す
る情報を広く町民に知らせ、町民の議会に対する関心
を高める役割を果たします。

議会運営委員会
　円滑な議会運営を行うため、議案や議会会議規則、
委員会条例、議長の諮問事項について調査します。

長谷川進一　　中村恵美子　　長谷川六男　　栗原博久
○川上りな　　◎髙崎美由貴　　手嶋　満

斎藤　豊　　須貝龍夫　　田中智之　　宮沢さやか
○青木　順　　◎伊藤千穂　　宮沢光子

髙崎美由貴　　手嶋　満　　中村恵美子　　長谷川六男
○伊藤千穂　　◎宮沢さやか　　宮沢光子

川上りな　　手嶋　満　　伊藤千穂　　長谷川進一
○斎藤　豊　　◎須貝龍夫　　宮沢光子

新たな委員会構成が決まる
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９月議会
定例会

　令和５年９月定例会は９月20日から10月３日まで
14日間の会期で開かれました。
　一般質問には14人中10人が登壇。一般会計補正予
算は、歳入では、ふるさと応援寄付金。歳出では町民
会館の冷温水発生機交換に係る経費、せいろう保育施
設設計業務と地盤調査委託料ならび施設の造成工事
費が計上され、可決しました。

　認定
こ
ど
も
園
へ
の
施
設

型
給
付
費
負
担
金
を
算
定
す

る
際
に
、
職
員
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
へ
の
数
値
の
入
力
ミ
ス

で
負
担
金
の
算
定
誤
り
が
生

じ
、
過
大
分
を
国
・
県
に
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補正
予算

青
木
順
議
員
　町
長
は
初
歩

的
な
ミ
ス
と
言
っ
て
い
る
が
、

初
歩
的
な
ミ
ス
と
捉
え
る
こ

と
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
再
発
防
止
に
努

め
る
つ
も
り
か
。

町
長
　作
業
そ
の
も
の
は
入

力
ミ
ス
で
あ
り
、
初
歩
的
な

事
務
ミ
ス
で
あ
る
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
初
歩
的
な
事
務
ミ

ス
を
起
こ
し
た
の
か
が
問
題

で
あ
る
。
職
員
に
は
意
識
を

持
っ
て
仕
事
に
臨
む
よ
う
に

話
し
て
行
く
。

ど
の
よ
う
に

再
発
防
止
に
努
め
る
か

QA
意
識
を
持
っ
て

仕
事
に
臨
む
よ
う
に

チェック体制は
どうなっていたのかな？

認定こども園への
　  負担金算定誤り
国・県へ
補助金の返還

補正額項目 主 な 内 容 総　額

一

般

会

計

歳

　
　入

歳

　
　出

ｰ1億3966万円

4000万円
5670万円
9986万円

1000万円
1042万円
1048万円

1億3005万円
ｰ8232万円

6190万円

6300万円
※万円未満切り捨て

長
谷
川
六
男
議
員
　認
定
こ

ど
も
園
へ
の
交
付
金
算
定
で
、

職
員
の
入
力
ミ
ス
に
よ
り
約

１
億
円
近
い
金
額
が
国
や
県

へ
返
還
と
な
る
。
指
導
・
監

督
責
任
の
立
場
に
あ
る
町
長

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。

町
長
　約
９
千
９
百
万
円
の

事
務
的
な
ミ
ス
は
、
パ
ソ
コ

ン
処
理
上
の
初
歩
的
な
ミ
ス

で
あ
る
。
職
員
に
対
す
る
注

意
喚
起
が
足
り
な
く
、
深
く

反
省
す
る
と
と
も
に
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、
今
後
業
務

に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
指

導
を
徹
底
し
て
行
な
っ
て
い

く
。

田
中
智
之
議
員
　反
省
す
べ

き
は
町
長
で
あ
り
、
反
省
を

形
に
表
す
た
め
に
町
長
自
ら
、

自
身
を
処
分
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　総
合
的
に
判
断
す
べ

き
と
思
う
。
初
歩
的
な
事
務

ミ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

栗
原
博
久
議
員
　入
力
ミ
ス

と
言
う
が
、
毎
月
ミ
ス
を
犯

し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る

瞬
間
に
多
額
の
金
額
を
入
力

し
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
　毎
月
の

支
払
い
は
概
算
払
い
で
支
払

い
、
年
度
の
終
わ
り
に
シ
ス

テ
ム
入
力
す
る
際
、
さ
ら
に

多
額
の
金
額
が
支
払
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
数
字
が
出

て
き
た
の
で
、
そ
の
額
を
支

払
っ
た
。

主
な
質
疑

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か

QA
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に

重
く
受
け
止
め
る

入
力
ミ
ス
と
は

Q A
総
合
的
に
判
断

反
省
す
べ
き
は
町
長

Q

A
毎
月
の
概
算
払
と

年
度
の
終
わ
り
の
支
払
い

　待機
児
童
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
町
立
の
保
育
施
設
の

設
計
業
務
委
託
料
を
予
算
化

し
ま
し
た
。

青
木
順
議
員
　既
存
の
せ
い

ろ
う
幼
稚
園
の
中
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
に
対
し
て
は
ど
の
程
度

検
討
し
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
　既
存
の

施
設
は
、
築
40
年
近
く
経
っ

て
い
て
、
こ
こ
十
数
年
以
内

に
か
な
り
の
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
考

え
た
と
き
に
、
新
た
に
建
設

す
る
方
が
安
く
済
む
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
方
向
と

な
っ
た
。

手
嶋
満
議
員
　新
設
予
定
せ

い
ろ
う
保
育
施
設
は
、
令
和

６
年
度
の
着
工
で
７
年
度
開

設
予
定
と
思
う
が
、
６
年
度

は
待
機
児
童
の
心
配
は
無
い

の
か
。

町
長
　令
和
６
年
度
は
、
せ

い
ろ
う
幼
稚
園
と
法
人
で
受

け
入
れ
体
制
を
進
め
て
行
く
。

今
議
会
終
了
後
に
説
明
会
を

開
き
、
考
え
方
を
説
明
す
る
。

現
状
に
お
け
る
予
測
で
は
待

機
児
童
を
出
さ
ず
に
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

保育施設の
新設に対応

主
な
質
疑

せ
い
ろ
う
幼
稚
園
の
中
で

対
応
は

Q

A
既
存
の
施
設
は

築
40
年
近
く
経
過

６
年
度

待
機
児
童
の
心
配
は

QA
待
機
児
童
を
出
さ
ず

子どものための教育・保育給付交付金
（国・県補助金返還金）

ふるさと応援寄付金
社会教育施設整備事業債
施設型給付費負担金返還金
繰越金
施設型給付費負担金
ふるさと応援寄付金返礼品
せいろう保育施設造成工事
せいろう保育施設設計業務委託料
国・県補助金返還金
（児童福祉費・障害福祉費）

町民会館冷温水発生機更新工事

1億
9908万円

87億
8336万円
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９月議会
定例会

　令和５年９月定例会は９月20日から10月３日まで
14日間の会期で開かれました。
　一般質問には14人中10人が登壇。一般会計補正予
算は、歳入では、ふるさと応援寄付金。歳出では町民
会館の冷温水発生機交換に係る経費、せいろう保育施
設設計業務と地盤調査委託料ならび施設の造成工事
費が計上され、可決しました。

　認定
こ
ど
も
園
へ
の
施
設

型
給
付
費
負
担
金
を
算
定
す

る
際
に
、
職
員
に
よ
る
パ
ソ

コ
ン
へ
の
数
値
の
入
力
ミ
ス

で
負
担
金
の
算
定
誤
り
が
生

じ
、
過
大
分
を
国
・
県
に
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補正
予算

青
木
順
議
員
　町
長
は
初
歩

的
な
ミ
ス
と
言
っ
て
い
る
が
、

初
歩
的
な
ミ
ス
と
捉
え
る
こ

と
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

ど
の
よ
う
に
再
発
防
止
に
努

め
る
つ
も
り
か
。

町
長
　作
業
そ
の
も
の
は
入

力
ミ
ス
で
あ
り
、
初
歩
的
な

事
務
ミ
ス
で
あ
る
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
初
歩
的
な
事
務
ミ

ス
を
起
こ
し
た
の
か
が
問
題

で
あ
る
。
職
員
に
は
意
識
を

持
っ
て
仕
事
に
臨
む
よ
う
に

話
し
て
行
く
。

ど
の
よ
う
に

再
発
防
止
に
努
め
る
か

QA
意
識
を
持
っ
て

仕
事
に
臨
む
よ
う
に

チェック体制は
どうなっていたのかな？

認定こども園への
　  負担金算定誤り
国・県へ
補助金の返還

補正額項目 主 な 内 容 総　額

一

般

会

計

歳

　
　入

歳

　
　出

ｰ1億3966万円

4000万円
5670万円
9986万円

1000万円
1042万円
1048万円

1億3005万円
ｰ8232万円

6190万円

6300万円
※万円未満切り捨て

長
谷
川
六
男
議
員
　認
定
こ

ど
も
園
へ
の
交
付
金
算
定
で
、

職
員
の
入
力
ミ
ス
に
よ
り
約

１
億
円
近
い
金
額
が
国
や
県

へ
返
還
と
な
る
。
指
導
・
監

督
責
任
の
立
場
に
あ
る
町
長

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。

町
長
　約
９
千
９
百
万
円
の

事
務
的
な
ミ
ス
は
、
パ
ソ
コ

ン
処
理
上
の
初
歩
的
な
ミ
ス

で
あ
る
。
職
員
に
対
す
る
注

意
喚
起
が
足
り
な
く
、
深
く

反
省
す
る
と
と
も
に
重
く
受

け
止
め
て
お
り
、
今
後
業
務

に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
指

導
を
徹
底
し
て
行
な
っ
て
い

く
。

田
中
智
之
議
員
　反
省
す
べ

き
は
町
長
で
あ
り
、
反
省
を

形
に
表
す
た
め
に
町
長
自
ら
、

自
身
を
処
分
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　総
合
的
に
判
断
す
べ

き
と
思
う
。
初
歩
的
な
事
務

ミ
ス
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

は
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

栗
原
博
久
議
員
　入
力
ミ
ス

と
言
う
が
、
毎
月
ミ
ス
を
犯

し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る

瞬
間
に
多
額
の
金
額
を
入
力

し
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
　毎
月
の

支
払
い
は
概
算
払
い
で
支
払

い
、
年
度
の
終
わ
り
に
シ
ス

テ
ム
入
力
す
る
際
、
さ
ら
に

多
額
の
金
額
が
支
払
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
数
字
が
出

て
き
た
の
で
、
そ
の
額
を
支

払
っ
た
。

主
な
質
疑

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か

QA
深
く
反
省
す
る
と
と
も
に

重
く
受
け
止
め
る

入
力
ミ
ス
と
は

Q A
総
合
的
に
判
断

反
省
す
べ
き
は
町
長

Q

A
毎
月
の
概
算
払
と

年
度
の
終
わ
り
の
支
払
い

　待機
児
童
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
町
立
の
保
育
施
設
の

設
計
業
務
委
託
料
を
予
算
化

し
ま
し
た
。

青
木
順
議
員
　既
存
の
せ
い

ろ
う
幼
稚
園
の
中
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
に
対
し
て
は
ど
の
程
度

検
討
し
た
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長
　既
存
の

施
設
は
、
築
40
年
近
く
経
っ

て
い
て
、
こ
こ
十
数
年
以
内

に
か
な
り
の
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
考

え
た
と
き
に
、
新
た
に
建
設

す
る
方
が
安
く
済
む
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
方
向
と

な
っ
た
。

手
嶋
満
議
員
　新
設
予
定
せ

い
ろ
う
保
育
施
設
は
、
令
和

６
年
度
の
着
工
で
７
年
度
開

設
予
定
と
思
う
が
、
６
年
度

は
待
機
児
童
の
心
配
は
無
い

の
か
。

町
長
　令
和
６
年
度
は
、
せ

い
ろ
う
幼
稚
園
と
法
人
で
受

け
入
れ
体
制
を
進
め
て
行
く
。

今
議
会
終
了
後
に
説
明
会
を

開
き
、
考
え
方
を
説
明
す
る
。

現
状
に
お
け
る
予
測
で
は
待

機
児
童
を
出
さ
ず
に
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

保育施設の
新設に対応

主
な
質
疑

せ
い
ろ
う
幼
稚
園
の
中
で

対
応
は

Q

A
既
存
の
施
設
は

築
40
年
近
く
経
過

６
年
度

待
機
児
童
の
心
配
は

QA
待
機
児
童
を
出
さ
ず

子どものための教育・保育給付交付金
（国・県補助金返還金）

ふるさと応援寄付金
社会教育施設整備事業債
施設型給付費負担金返還金
繰越金
施設型給付費負担金
ふるさと応援寄付金返礼品
せいろう保育施設造成工事
せいろう保育施設設計業務委託料
国・県補助金返還金
（児童福祉費・障害福祉費）

町民会館冷温水発生機更新工事

1億
9908万円

87億
8336万円
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安心して子育てができる町
一般会計決算

　歳入で主なものは、ふるさと応援寄付金などが大幅な増と個人町民税が若干増と
なったものの、法人町民税および固定資産税が減少し税収全体では 1.2％の減。歳入
全体では 4.9％の減となった。
　歳出では、道路維持費や道路改良費等の増加があったものの認定こども園等の補
助事業の終了により3.6% の減となった。

歳入　　90億  141万円　（前年度対比 4.9% 減）
歳出　　84億  413万円　（前年度対比 3.6% 減）

█ 令和４年度 一般会計・特別会計 決算 █

　審査に付された、一般会計および特別会計の歳入・歳出の決算全てについて
関係法令により諸帳簿等を監査したが、いずれも証拠書類と符合し適正である
と認める。
　一般会計・特別会計の決算は、全て黒字決算となっている。しかし、扶助費
等の社会保障関係費や施設維持費など歳出の硬直化が見られる。歳入では、
税等自主財源の大幅な伸びは見込めない。財源等は限られており、真に必要な
町民サービス向上を行えるよう持続可能な行財政運営に努めるよう望む。

監査委員の意見 精度の高い予算見積り管理、執行が求められる

84億 413万円
12億5951万円

9692万円
12億4066万円
1億 263万円

706万円
6億9610万円
4億7636万円
3億 855万円
9178万円

90億 141万円
13億 126万円
1億1299万円
12億8137万円
1億 358万円
1151万円

7億6878万円
2億1585万円
2億9200万円
2400万円

事業勘定
施設勘定

介護保険
後期高齢者医療

県営開拓パイロット事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

国民健康
保険

下水道事業

水道事業

126億8370万円
－1.5%

131億1275万円
－3.1%

合　　　　計
前年度対比

一　般　会　計

特  

別  

会  

計

事  

業  

会  

計

会　  計　  名 歳　入 歳　出 採 決 結 果

令和4年度
決算認定 ～新幼稚園・私立認定こども園スタート～

全会計、
全員賛成で
認定されたよ

※万円未満切り捨て

ハーモニーこども園ハーモニーこども園 はじめこども園はじめこども園

令和４年度の主な歳入

固定資産税
町民税（個人）
町民税（法人）
子どものための教育・保育金給付金（国）
子どものための教育・保育金給付金（県）
ふるさと応援寄付金

32億7254万円

令和４年度の主な歳出

施設型給付費負担金
私立保育所等運営費補助金
私立こども園支援金
除雪作業委託料
道路改良工事
ふるさと応援寄付金返礼品

5億6960万円
3億3509万円
2億8312万円
1億1976万円
3億1309万円

6億8362万円

注目事業 お金の使われかた注目事業 お金の使われかた

1363万円
1760万円
8237万円

9717万円
1億8541万円

※万円未満切り捨て
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安心して子育てができる町
一般会計決算

　歳入で主なものは、ふるさと応援寄付金などが大幅な増と個人町民税が若干増と
なったものの、法人町民税および固定資産税が減少し税収全体では 1.2％の減。歳入
全体では 4.9％の減となった。
　歳出では、道路維持費や道路改良費等の増加があったものの認定こども園等の補
助事業の終了により3.6% の減となった。

歳入　　90億  141万円　（前年度対比 4.9% 減）
歳出　　84億  413万円　（前年度対比 3.6% 減）

█ 令和４年度 一般会計・特別会計 決算 █

　審査に付された、一般会計および特別会計の歳入・歳出の決算全てについて
関係法令により諸帳簿等を監査したが、いずれも証拠書類と符合し適正である
と認める。
　一般会計・特別会計の決算は、全て黒字決算となっている。しかし、扶助費
等の社会保障関係費や施設維持費など歳出の硬直化が見られる。歳入では、
税等自主財源の大幅な伸びは見込めない。財源等は限られており、真に必要な
町民サービス向上を行えるよう持続可能な行財政運営に努めるよう望む。

監査委員の意見 精度の高い予算見積り管理、執行が求められる

84億 413万円
12億5951万円

9692万円
12億4066万円
1億 263万円

706万円
6億9610万円
4億7636万円
3億 855万円
9178万円

90億 141万円
13億 126万円
1億1299万円
12億8137万円
1億 358万円
1151万円

7億6878万円
2億1585万円
2億9200万円
2400万円

事業勘定
施設勘定

介護保険
後期高齢者医療

県営開拓パイロット事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

国民健康
保険

下水道事業

水道事業

126億8370万円
－1.5%

131億1275万円
－3.1%

合　　　　計
前年度対比

一　般　会　計

特  

別  

会  

計

事  

業  

会  

計

会　  計　  名 歳　入 歳　出 採 決 結 果

令和4年度
決算認定 ～新幼稚園・私立認定こども園スタート～

全会計、
全員賛成で
認定されたよ

※万円未満切り捨て

ハーモニーこども園ハーモニーこども園 はじめこども園はじめこども園

令和４年度の主な歳入

固定資産税
町民税（個人）
町民税（法人）
子どものための教育・保育金給付金（国）
子どものための教育・保育金給付金（県）
ふるさと応援寄付金

32億7254万円

令和４年度の主な歳出

施設型給付費負担金
私立保育所等運営費補助金
私立こども園支援金
除雪作業委託料
道路改良工事
ふるさと応援寄付金返礼品

5億6960万円
3億3509万円
2億8312万円
1億1976万円
3億1309万円

6億8362万円

注目事業 お金の使われかた注目事業 お金の使われかた

1363万円
1760万円
8237万円

9717万円
1億8541万円

※万円未満切り捨て
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徹 

底 

検 

証 
徹 

底 

検 

証 
令和４年度

決 算
 

〜 

使
わ
れ
方
チ
ェ
ッ
ク 

〜

決
算
特
別
委
員
会

　決算
特
別
委
員
会
は
、
前
年
度
に
執
行
さ
れ
た
一
般
会
計
、
特
別
会
計
事
業
が
適
正
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　各会
計
ご
と
に
事
業
の
成
果
・
実
績
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
担
当
課
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

委
員
会
で
は
細
か
く
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　その
意
見
書
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園

将
来
的
に
は
売
却
を

　ふれ
あ
い
農

園
の
耕
作
者
は

町
民
よ
り
近
隣

市
の
人
が
多
い
。

　未利
用
地
も

多
く
、
今
後
も

利
用
が
減
少
す

る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
将
来
的
に

は
売
却
の
検
討

を
望
む
。

資
源
ご
み

回
収
増
を
図
れ

　アル
ミ
缶
等
、

町
で
回
収
し
て

い
る
資
源
ご
み

の
売
却
相
場
が

高
騰
し
て
い
る
。

　回収
し
た
資

源
ご
み
収
入
は
、

町
の
収
入
と
な

り
町
民
に
還
元

さ
れ
る
の
で
、

資
源
ご
み
回
収

増
を
図
れ
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

県
内
産
米
拡
大
を

　ふる
さ
と
応

援
寄
付
金
者
へ

の
返
礼
品
に
は
、

町
の
特
産
物
の

コ
メ
や
ブ
ド
ウ
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
等

に
も
力
を
入
れ

る
べ
き
。

　また
、
コ
メ

は
県
内
産
米
の

使
用
向
上
を
図

る
よ
う
望
む
。

介
護
保
険

居
宅
介
護
者
へ
の
支
援
増
を

　居宅
介
護
は
、

家
族
の
負
担
が

大
き
い
。

　負担
軽
減
の

た
め
、
介
護
福

祉
用
具
購
入
費

や
介
護
住
宅
改

修
費
の
増
額
を

検
討
す
べ
き
だ
。

空
き
家
対
策

所
有
者
に
周
知
を

　空き
家
の
所

有
者
に
は
、
納

税
通
知
書
を
送

付
す
る
際
、
維

持
管
理
す
る
デ

メ
リ
ッ
ト
や
法

律
等
情
報
の
周

知
を
図
り
、
空

き
家
解
消
補
助

金
等
の
情
報
提

供
し
空
き
家
減

少
に
努
め
ら
れ

た
い
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

買
い
物
難
民
支
援
の
た
め
増
額
を

　高齢
者
で
、

運
転
免
許
証
の

な
い
人
や
、
免

許
証
返
納
者
で

買
い
物
に
苦
労

し
て
い
る
方
へ

の
支
援
策
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー

利
用
料
扶
助
費

の
増
額
を
検
討

す
べ
き
だ
。

新鮮野菜を育ててみませんか新鮮野菜を育ててみませんかリサイクルで収入増リサイクルで収入増町の特産品を全国へ発信町の特産品を全国へ発信

皆さんで支えていこう高齢者（はすがた園）皆さんで支えていこう高齢者（はすがた園）空き家に困ったら町へ相談空き家に困ったら町へ相談 タクシー券を有効に使いましょうタクシー券を有効に使いましょう
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決
算
特
別
委
員
会

　決算
特
別
委
員
会
は
、
前
年
度
に
執
行
さ
れ
た
一
般
会
計
、
特
別
会
計
事
業
が
適
正
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　各会
計
ご
と
に
事
業
の
成
果
・
実
績
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
、
担
当
課
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

委
員
会
で
は
細
か
く
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　その
意
見
書
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
農
園

将
来
的
に
は
売
却
を

　ふれ
あ
い
農

園
の
耕
作
者
は

町
民
よ
り
近
隣

市
の
人
が
多
い
。

　未利
用
地
も

多
く
、
今
後
も

利
用
が
減
少
す

る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
将
来
的
に

は
売
却
の
検
討

を
望
む
。

資
源
ご
み

回
収
増
を
図
れ

　アル
ミ
缶
等
、

町
で
回
収
し
て

い
る
資
源
ご
み

の
売
却
相
場
が

高
騰
し
て
い
る
。

　回収
し
た
資

源
ご
み
収
入
は
、

町
の
収
入
と
な

り
町
民
に
還
元

さ
れ
る
の
で
、

資
源
ご
み
回
収

増
を
図
れ
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

県
内
産
米
拡
大
を

　ふる
さ
と
応

援
寄
付
金
者
へ

の
返
礼
品
に
は
、

町
の
特
産
物
の

コ
メ
や
ブ
ド
ウ
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
等

に
も
力
を
入
れ

る
べ
き
。

　また
、
コ
メ

は
県
内
産
米
の

使
用
向
上
を
図

る
よ
う
望
む
。

介
護
保
険

居
宅
介
護
者
へ
の
支
援
増
を

　居宅
介
護
は
、

家
族
の
負
担
が

大
き
い
。

　負担
軽
減
の

た
め
、
介
護
福

祉
用
具
購
入
費

や
介
護
住
宅
改

修
費
の
増
額
を

検
討
す
べ
き
だ
。

空
き
家
対
策

所
有
者
に
周
知
を

　空き
家
の
所

有
者
に
は
、
納

税
通
知
書
を
送

付
す
る
際
、
維

持
管
理
す
る
デ

メ
リ
ッ
ト
や
法

律
等
情
報
の
周

知
を
図
り
、
空

き
家
解
消
補
助

金
等
の
情
報
提

供
し
空
き
家
減

少
に
努
め
ら
れ

た
い
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

買
い
物
難
民
支
援
の
た
め
増
額
を

　高齢
者
で
、

運
転
免
許
証
の

な
い
人
や
、
免

許
証
返
納
者
で

買
い
物
に
苦
労

し
て
い
る
方
へ

の
支
援
策
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー

利
用
料
扶
助
費

の
増
額
を
検
討

す
べ
き
だ
。
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　聖
籠
町
監
査
委
員
の
田
中

智
之
議
員
が
任
期
満
了
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
任
に

中
村
恵
美
子
議
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

田
中
智
之
議
員
　中
村
議
員

は
、
特
定
の
政
党
の
公
認
で

あ
る
。
中
村
議
員
に
限
ら
ず

特
定
の
政
党
に
属
し
て
い
る

方
が
、
果
た
し
て
公
正
・
公

平
・
中
立
の
立
場
か
ら
町
の

行
財
政
の
判
断
が
で
き
る
の

か
若
干
の
不
安
を
感
じ
る
。

町
長
は
そ
の
あ
た
り
違
和
感

を
持
た
な
か
っ
た
か
。

町
長
　田
中
議
員
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
指
摘
は
あ
っ
た
が
、

あ
ま
り
そ
こ
に
深
入
り
す
る

の
は
個
人
的
な
問
題
か
と
思

う
。
あ
く
ま
で
町
の
監
査
委

員
と
し
て
、
適
任
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
提
案
し
て
い
る
。

出
席
議
員
12
人

　賛
成
５
・
反
対
７

　反
対
多
数
で
不
同
意
と
な

り
ま
し
た
。

　任
期
満
了
に
伴
う
再
任

の
人
事
案
件
に
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。
学
校

活
動
に
関
心
を
持
ち
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
れ
て
お
ら

れ
る
方
で
す
。
引
き
続
き

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

教
育
委
員
に 

高 

橋 

真 

弓 

さ
ん
（
聖
中
ケ
丘
）

た
か
は
し

ま
ゆ
み

　令
和
５
年
度
の
敬
老
会
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結

果
な
ど
か
ら
、
開
催
を
し
な

い
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
に
対
し
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

長
谷
川
六
男
議
員
　１
０
０

人
の
方
が
絶
対
に
参
加
し
た

い
と
い
う
意
向
を
示
し
て
い

る
。
今
年
度
は
開
催
し
な
い

と
し
て
も
、
今
後
に
向
け
て

敬
老
会
の
在
り
方
を
検
討
す

べ
き
。

町
長
　該
当
者
の
方
々
も
か

な
り
の
人
数
が
お
り
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
。
あ
る
程
度
、
皆
さ
ん
の

合
意
を
得
な
が
ら
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

田
中
智
之
議
員
　ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
、
４
割
以
上

が
参
加
す
る
と
の
回
答
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
半
数
以
上

が
、
何
ら
か
の
形
で
の
開
催

を
期
待
し
て
い
る
と
回
答
が

有
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
そ
の

人
た
ち
の
思
い
を
く
み
と
っ

て
い
く
の
か
。

町
長
　敬
老
会
を
開
催
す
る

と
き
に
、
出
欠
の
取
り
ま
と

め
等
を
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
お
願
い
し
て
い
く
に
も
、

す
で
に
解
散
し
て
い
る
集
落

が
あ
る
な
ど
課
題
が
現
実
の

問
題
と
し
て
あ
る
。
敬
老
会

の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

主
な
質
疑

今
後
の
在
り
方
は

QA
皆
さ
ん
の
　
　
　

合
意
を
得
な
が
ら

　一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

既
定
の
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
８
万
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
85

億
８
４
２
７
万
円
と
定
め
る

予
算
を
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

歳
入

・
繰
越
金

歳
出

・
新
潟
県
消
防
大
会
出
場
に

伴
う
経
費

・
敬
老
会
中
止
に
伴
う
予
算

の
組
み
替
え

・
町
民
会
館
（
文
化
会
館
）

空
調
設
備
等
の
故
障
に
伴

う
経
費

第
３
回 

７
月 

　臨

　

 

時

　

 

会

何
ら
か
の
形
で

開
催
を

QA
在
り
方
を

考
え
て
い
く

９
月
定
例
会~

人
事
案
件~

監
査
委
員
の
選
任
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﹇
提

　出

　者﹈
新
潟
県
私
学
の
公
費
助
成
を
す
す
め
る
会会長

　中
村
　直
美

﹇
紹 

介 

議 

員
﹈
宮
沢
光
子
・
中
村
恵
美
子

﹇
要 

望 

事 

項
﹈

◇
国
へ
の
要
望
◇

●
私
立
高
校
生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
を
拡
充
し
、
年
収
５
９
０
万
円
か
ら

９
１
０
万
円
未
満
世
帯
を
授
業
料
無
償
に
す
る
こ
と
。

●
私
立
高
校
入
学
金
へ
の
新
た
な
助
成
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

●
私
立
高
校
に
お
い
て
専
任
教
員
増
が
可
能
に
な
る
よ
う
、
経
常
費
助
成
を

増
額
す
る
こ
と
。

◇
県
へ
の
要
望
◇

●
学
費
の
公
私
間
格
差
の
是
正
へ
国
の
制
度
拡
充
と
相
ま
っ
て
、
県
独
自
の

学
費
軽
減
制
度
を
拡
充
し
て
す
る
こ
と
。

　⑴
年
収
５
９
０
万
円
未
満
世
帯
に
お
い
て
、
施
設
設
備
費
及
び
入
学
金
の

　負
担
を
軽
減
す
る
た
め
助
成
対
象
の
拡
大
と
助
成
の
増
額
を
行
う
こ
と
。

　⑵
国
の
支
援
が
不
十
分
な
年
収
５
９
０
万
円
か
ら
年
収
９
１
０
万
円
未
満

　世
帯
に
対
し
、
新
た
な
助
成
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

●
私
立
高
校
に
お
い
て
専
任
教
員
増
を
促
進
す
る
た
め
、
経
常
費
助
成
を
増

額
す
る
こ
と
。

↓
採
択
を
受
け
、
国
と
県
に
意
見
書
を
提
出
。

◎「
私
立
高
校
の
学
費
負
担
軽
減
と
専
任
教
員
増
を
促
進
す
る
た
め
、
私
学
助

成
の
増
額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

み
な
さ
ん
の「
声
」

み
な
さ
ん
の「
声
」
請
願
１
件
を
調
査

全
員
賛
成
で
採
決

Vol.17
聖籠町
赤十字奉仕団の声

理　事
なかむら　　　こうじ

中村　耕次さん
先人たちの熱意と努力で
「継続は力なり」これからも微力では
あるが、地域活動に関わりたい。
町民だれもがその人らしく健康で自立
した生活ができるよう、さらなる「つ
ながる」活動に努めてもらいたい。

*
*

質問項目

Q１ 赤十字奉仕団の活動から
思うことは？

Q２ 聖籠町に期待することは？

1

2

委員長
にのみや　　　ひでお

二宮　秀男さん
聖籠町も災害が起きる可能性
はゼロではない。その時に赤十字奉仕
団として何ができるか、何をしなければ
ならないかを考えていきたい。
町民一人ひとりがボランティア活動に興
味を持てるように、町も取り組んで欲しい。

1

2

団　員
なかむら　　　ようこ

中村　洋子さん
横のつながり、縦のつながりを実
感しながら、地域活動に参加できる場。
（自分に出来ることから無理せず実行！）
これからも聖籠町が住み続けたい町ランキング
に選ればれるよう行政と住民が一緒になって知恵
を出し合い、町づくりが出来たら良いと思います。

1

2

団　員
いちかわ　　いちこ

市川イチ子さん
日赤ではいろいろな活動を
やっているが、個人の力では限界があ
り難しいことが多々ある。
町民誰もがボランティアに楽しく参加
できるよう工夫が必要である。

1

2

お届けします！
笑顔で集う
町民の声

　

 *

請
願
書
と
は
？

法
に
基
づ
き
、
公
の
機
関
に
要
望

を
述
べ
る
意
見
書
の
こ
と
。

　

 *

意
見
書
と
は
？

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
か
か
わ
る
事
柄
に
関
し

て
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

議会の
豆知識
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議 員 表 決 結 果 報 告議 員 表 決 結 果 報 告
令和 5 年 7 月 臨 時 会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

令和５年度聖籠町一般会計補正予算（第３号）

提 

出 

者

町
長

請
願

議  

員

町  

長

五
十
嵐
利
栄

長
谷
川
六
男

須
貝

　龍夫

中
村
恵
美
子

宮
沢

　光子

髙
松

　守雄

田
中

　智之

青
木

　順

小
川

　勝也

宮
沢
さ
や
か

手
嶋

　満

伊
藤

　千穂

髙
崎
美
由
貴

斎
藤

　豊

－○○○○○○欠○○○○○○

採
決
結
果

議　案　等

可決

令和 5 年 9 月 定 例 会 議員個々の賛否：賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　※議長は可否同数時以外、採決に参加できません

聖籠町教育委員会委員の任命につき同意を求めるについて

提 

出 

者

宮
沢

　光子

手
嶋

　満

須
貝

　龍夫

中
村
恵
美
子

田
中

　智之

青
木

　順

長
谷
川
六
男

宮
沢
さ
や
か

伊
藤

　千穂

髙
崎
美
由
貴

斎
藤

　豊

栗
原

　博久

長
谷
川
進
一

川
上

　りな

－○○欠○○○○○○○○○○

採
決
結
果

議　案　等

同意

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 可決

○○

×

欠

×××

○○○○

×

○

×

可決

可決

可決

－○○欠○○○○○○○○○○ 採択

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○ 認定

－○○○○欠○○○○○○○○

－○○○○欠○○○○○○○○

－○○○○欠○○○○○○○○

認定

監査委員の選任につき同意を求めるについて

令和５年度聖籠町一般会計補正予算（第４号）

令和５年度聖籠町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和５年度聖籠町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和５年度聖籠町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和５年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計補正予算(第１号)

令和５年度聖籠町水道事業会計補正予算（第２号）

令和４年度聖籠町一般会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度聖籠町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度聖籠町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度聖籠町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度新潟県営開拓パイロット事業聖籠町特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度聖籠町下水道事業会計決算の認定について

令和４年度聖籠町水道事業会計決算の認定について

財産の無償貸付について

令和５年度聖籠町一般会計補正予算（第５号）

「私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の
増額・拡充を求める意見書」の採択を求める請願

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の
増額・拡充を求める意見書（国あて）

私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の
増額・拡充を求める意見書（県あて）

－欠 不同意
賛成５：反対７

無記名投票 無記名投票
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新
幹
線

東港からの税収拡大策は
地区計画で対処

医
療
費

給食費の無償化を
町　長

町　長

国の動向を注視したい

栗原博久議員の視点   　　
くりはら　ひろひさ

中村恵美子議員の視点   　　
なかむら　えみこ

問
　東
港
か
ら
の
固
定
資
産

税
、
償
却
資
産
は
減
少
し
て

い
る
。
町
は
さ
ら
な
る
企
業

誘
致
に
努
め
る
べ
き
。

　東
港
周
辺
の
土
地
利
用
、

隣
接
の
蓮
潟
地
区
の
農
地
整

備
事
業
は
、
農
家
の
た
め
に

も
再
検
討
す
べ
き
だ
。

町
長
　東
港
か
ら
の
税
収
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
集
計
し
て

お
り
、19
年
度
は
町
全
体
の

86
％
、
年
々
減
少
し
今
は

80
％
に
な
っ
て
い
る
。
土
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
も
開
発
進
捗
に
合

わ
せ
て
地
区
計
画
を
定
め
、

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
要

望
す
る
。

問
　近
い
将
来
、
富
山
か
ら

青
森
間
の
新
幹
線
が
計
画
に

あ
が
る
と
思
う
。
東
港
、
聖

籠
町
発
展
の
た
め
に
新
駅
設

置
の
誘
致
運
動
を
す
べ
き
だ
。

町
長
　今
の
段
階
で
は
新
駅

誘
致
に
つ
い
て
発
言
を
控
え

た
い
。

問
　町
の
農
業
振
興
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
町
特
産
の

サ
ク
ラ
ン
ボ
等
果
樹
生
産
農

家
へ
の
支
援
は
。

町
長
　町
単
独
の
支
援
に
つ

い
て
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
雨

よ
け
ハ
ウ
ス
の
設
置
支
援
や

ソ
フ
ト
面
の
農
産
物
販
路
拡

大
支
援
事
業
で
す
。

問問

町 

長
町 

長

町 

長

問

問
　新
潟
県
内
30
市
町
村
の

う
ち
19
市
町
村
が
、
何
ら
か

の
給
食
費
の
無
償
化
を
し
て

い
る
。
完
全
な
無
償
化
が
一

番
い
い
が
、
半
額
助
成
は
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
第
２
子

以
降
の
無
償
化
は
で
き
な
い

か
。

町
長
　国
で
は
給
食
費
の
無

償
化
を
し
て
い
る
自
治
体
の

調
査
を
行
い
、
１
年
以
内
に

結
果
を
公
表
し
具
体
的
方
策

を
検
討
す
る
。
今
後
、
国
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

問
　子
ど
も
の
医
療
費
を
18

歳
ま
で
無
償
化
に
で
き
な
い

か
。

町
長
　国
の
子
ど
も
に
対
す

る
支
援
策
を
注
視
し
な
が
ら

考
え
た
い
。

問
　子
ど
も
の
国
民
健
康
保

険
の
均
等
割
額
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
長
　他
の
健
康
保
険
加
入

者
と
の
公
平
性
が
保
た
れ
な

い
。

問
　補
聴
器
購
入
の
助
成
額

に
つ
い
て
、
検
討
す
る
と
い

う
が
ど
う
結
論
が
出
た
の
か
。

町
長
　令
和
５
年
度
で
は
、

県
内
全
自
治
体
で
助
成
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
検
討
の
結

果
、
非
課
税
世
帯
で
は
上
限

３
万
円
を
８
万
円
に
、
課
税

世
帯
は
上
限
２
万
円
を
４
万

円
に
引
き
上
げ
を
令
和
６
年

度
か
ら
実
施
し
た
い
。

問

問

町 

長

町 

長

問

町 

長

問 町 

長

羽
越
新
幹
線
の

新
駅
誘
致
を

町
特
産
農
産
物
へ
の

支
援
を

補
聴
器
購
入
助
成
額

の
拡
充
を

し
ん
ち
ょ
く

さらなる企業誘致に努めるべき東港

子どもたちを育てやすい町に
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福
祉

防
犯

福祉向上・充実を
町　長 今後とも充実を図る

中学校の防犯対策  現状と今後は
教育長 教育委員会で話し合う

斎藤　豊議員の視点   　　
さいとう　  ゆたか

　
　介
助
が
必
要
な
障
が
い

者
で
、
介
助
者
が
病
気
等
で

介
助
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
町
の
支
援
策
は
あ
る
か
。

町
長
　町
内
で
は
受
け
入
れ

施
設
が
な
い
た
め
、
近
隣
市

の
施
設
に
委
託
し
て
受
け
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問
　利
用
申
し
込
み
を
し
た

ら
、
い
つ
で
も
入
所
可
能
か
。

保
健
福
祉
課
長
　基
本
的
に

は
、
町
に
申
請
し
て
も
ら
い

対
応
で
き
る
施
設
を
見
つ
け

る
。し
か
し
、時
間
が
掛
か
る
。

問
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

希
望
入
所
待
機
者
は
何
人
い

る
か
。

町
長
　町
内
２
施
設
へ
の
希

望
入
所
待
機
者
は
26
人
。

問
　蓮
潟
山
の
口
地
区
は
、

か
つ
て
県
の
東
港
開
発
で
集

団
移
転
対
象
区
域
で
あ
っ
た

が
、
計
画
縮
小
に
よ
り
一
方

的
に
移
転
中
止
と
な
っ
た
。

そ
の
間
、
環
境
整
備
は
全
く

さ
れ
ず
生
活
に
も
支
障
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
若
干
改
善

さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
に
十
分

で
は
な
い
。
集
落
内
道
路
も

移
転
中
止
前
と
変
わ
ら
ず
狭

い
た
め
、
降
雪
時
に
大
変
苦

労
し
て
い
る
。
消
雪
パ
イ
プ

を
敷
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　突
然
の
移
転
中
止
依

頼
、
町
も
環
境
整
備
は
図
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
ま
だ
不

十
分
で
あ
れ
ば
地
元
の
皆
さ

ま
と
話
を
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問問問問 保
健
福
祉
課
長

家族も安心できる中井さくら園（新発田市）

問
　聖
籠
中
学
校
は
平
成
13

年
４
月
に
開
校
し
た
。
同
年

６
月
に
大
阪
教
育
大
付
属
池

田
小
学
校
で
、
児
童
殺
傷
事

件
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

件
を
受
け
て
、
平
成
16
年
に

文
部
科
学
省
が
学
校
施
設
の

防
犯
対
策
に
関
す
る
調
査
・

研
究
報
告
を
示
し
た
。
そ
こ

に
は
「
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
施
設
と
は
、
不
審
者
に
対

し
て
何
の
備
え
も
な
く
空
間

が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
児

童
生
徒
等
の
安
全
を
ま
ず
第

１
に
確
保
し
つ
つ
、
開
か
れ

た
学
校
施
設
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
状

の
中
学
校
の
敷
地
内
へ
は
、

何
時
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
入

れ
る
。
生
徒
の
安
全
・
安
心

上
の
観
点
か
ら
、門
扉
、フ
ェ

ン
ス
等
を
設
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
長
　学
校
施
設
は
し
っ

か
り
と
守
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
学
校
を
通
し
て
保
護
者

の
方
、
地
域
の
方
の
考
え
方
、

声
を
聞
い
て
い
き
た
い
と
思

う
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育

委
員
、
教
育
委
員
会
事
務
局

の
考
え
方
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
学
校
に
も
ど
う
い
う

も
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
の
再
確
認
を
行
な
い
た
い
。

問

町 

長
町 

長

町 

長

教
育
長

いつでもどこからでも入れる聖中敷地

陽
の
当
た
る

町
政
を
図
れ

長谷川進一議員の視点   　　
はせがわ　しんいち
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9価の「HPVワクチン」を
公費で接種できるようになりました

9価の「HPVワクチン」を
令和5(2023)年4月より

公費で接種できるようになりました

「HPVワクチン」とはなんですか？

「子宮頸がん」で苦しまないために、今からできることがあります

HPVワクチンは、子宮頸がんの原因となる、ヒトパピ
ローマウイルス（HPV）の感染を防ぐワクチンです。

HPVワクチンには、9価のワクチンのほかに、2種類のワクチ
ン（2価のワクチン、4価のワクチン）があります。どのワクチン
を接種するかは、医師にご相談ください。

●子宮頸がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。日本では毎年、約1.1万人の女性が子宮
頸がんにかかり、約2,900人の女性が子宮頸がんで亡くなっています。

●また、若い年齢層で発症する割合が比較的高いがんです。患者さんは20歳代から増え始め、30歳代までにがんの治療で
子宮を失ってしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、1年間に約1,000人います。日本では、25～40歳の女性のがん
による死亡の第2位は、子宮頸がんによるものです。
●HPVの感染を防ぐことで、将来の子宮頸がんを予防できると期待されていますが、ワクチンで防げないHPV感染もあります。
子宮頸がんを早期に発見し治療するため、20歳になったら、2年に1回、子宮頸がん検診を受けることが大切です。

子宮頸がんやHPVワクチン
（2価、4価ワクチンを含む）に
ついてのより詳しい情報は、
こちらをご確認ください。

Q

A

9価のHPVワクチン（9価ワクチン）とは、
どのようなワクチンですか？

HPVにはいくつかの種類（型）があり、9価ワクチン
は、このうち9種類のHPVの感染を防ぐワクチンです。

その中でも、子宮頸がんの原因の80～90％を占める、7種
類のHPV※の感染を予防することができます。
※16型、18型、31型、33型、45型、52型、58型

Q

A

9価ワクチンの接種後に
副反応はありますか？

9価ワクチンの接種後には、右表の副反応が起こるこ
とがあります。

接種後に体調の変化や気になる症状が現れたら、まずはワ
クチンを受けた医療機関などの医師にご相談ください。

Q

A

9価ワクチンについて
のより詳しい情報は、
こちらをご確認ください。

「9価ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン ファクトシート」（国立感染症研究所）をもとに作成
研究1：Onuki, M., et al. (2009). Cancer Sci 100(7): 1312-1316.　研究2：Azuma, Y., et al. (2014).  Jpn 
J Clin Oncol 44(10): 910-917. 　研究3：Sakamoto, J., et al. (2018). Papillomavirus Res 6: 46-51. 
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2価・4価ワクチンで
予防できる範囲
（64.9～71.2％）

小学校6年 ～ 高校1年   の女の子と保護者の方へ相
当

あなたと関係のある“がん”があります

日本人女性の子宮頸がんにおけるHPVの種類（型）の割合と、
　ワクチンで予防できる範囲

接種後に現れる可能性のある症状

9価ワクチンで予防できる範囲
（81.0～90.7%）

2023年3月作成

シルガード®9 添付文書(第1版)より改編　　　　　　　　　＊ワクチンを接種した部位の症状

発生頻度 報告されている症状
50%以上
10～50%未満

1%未満

1～10%未満

疼痛(痛み)＊

腫脹(腫れ)＊、紅斑(赤み)＊、頭痛

嘔吐、腹痛、筋肉痛、関節痛、出血＊、血腫＊、
倦怠感(だるさ)、硬結＊など

浮動性めまい(頭がぼーっとしてふらつく感覚)、悪心、
下痢、そう痒感(かゆみ)＊、発熱、疲労、内出血＊など

頻度不明 感覚鈍麻(刺激に対して感覚が鈍い状態)、失神、
四肢痛など

お問合せ先

一般的な接種スケジュール

9価ワクチン（シルガード®9）で接種を開始する方は、
決められた間隔をあけて、合計2回または3回接種します。
1回目または2回目に気になる症状が現れた場合は、
2回目以降の接種をやめることができます。

予防接種健康被害救済制度について

極めてまれですが、予防接種を受けた方に重い健康被害が生じ
る場合があります。
HPVワクチンに限らず、日本で承認されているすべてのワクチン
について、ワクチン接種によって、医療機関での治療が必要に
なったり、生活に支障が出るような障害が残るなどの健康被害
が生じた場合は、申請し認定されると、法律に基づく救済（医療
費・障害年金等）の給付が受けられます。

これまでに、2価 または 4価のHPVワクチン
（サーバリックス®またはガーダシル®）を
1回または2回接種した方へ

原則として同じ種類のワクチンを接種することをお勧めします
が、医師と相談のうえ、途中から9価ワクチンに変更し、残りの接
種を完了することも可能です※。この場合にも公費で接種するこ
とができます。
※2価または4価のHPVワクチン(サーバリックス®またはガーダシル®)を接種した後に9価ワクチン
（シルガード®9）を接種することに対する効果やリスクについての科学的知見は限定されています。

厚労省　ＨＰＶ
HPVワクチンに関する
よくあるご質問（Q&A）
については、こちらをご
確認ください。

HPVワクチンについて、
もっと詳しく知りたい方
は厚生労働省のホーム
ページをご覧ください。

HPVワクチンに関する相談先一覧

接種を行った医師・かかりつけの医師、HPVワクチン接種後に生じた症状の診療に関する協力医療機関
※協力医療機関の受診については、接種を行った医師またはかかりつけの医師にご相談ください

お住まいの都道府県に設置された相談窓口

厚生労働省　感染症・予防接種相談窓口

お住まいの市町村の予防接種担当部門

接種後に、健康に異常があるとき

不安や疑問があるとき、困ったことがあるとき

予防接種による健康被害救済に関する相談や、どこに相談したらよいかわからないとき

ＨＰＶワクチンを含む予防接種、インフルエンザ、性感染症、その他感染症全般についての相談

いずれの場合も、1年以内に接種を終えることが望ましい
　※1     1回目と2回目の接種は、少なくとも5か月以上あけます。5か月未満である場合、3回目の接種が必要になります。
　※2・3  2回目と3回目の接種がそれぞれ1回目の2か月後と6か月後にできない場合、
　　　　 2回目は1回目から1か月以上（※2）、3回目は2回目から3か月以上（※3）あけます。

シルガード®9 ※1

※2 ※3

1回目

1回目

0か月

2回目

6か月

0か月

2回目

2か月

3回目

6か月

1回目の接種を
15歳になるまでに
受ける場合

1回目の接種を
15歳になってから
受ける場合

合計 2回

一般的な接種スケジュール

合計 3回

猛
暑

Ｑ
Ｏ
Ｌ

農業災害発生時の対応は
町　長 関係機関と連携し状況把握

本町でもがん患者への支援を
町　長 時代に合った対応を検討する

宮沢さやか議員の視点   　　
みやざわ　　　　　  

問
　想
定
外
の
農
業
災
害
が

発
生
し
て
い
る
。
災
害
時
の

対
応
だ
け
で
な
く
、
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
よ
う
な
注
意
喚

起
や
被
害
状
況
を
把
握
し
必

要
な
対
策
が
取
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
構
築
で
き
な
い
か
。

町
長
　県
、
Ｊ
Ａ
北
越
後
の

担
当
課
と
連
携
し
対
応
し
て

い
る
。
災
害
発
生
時
に
は
巡

回
を
行
い
互
い
に
把
握
し
た

情
報
を
交
換
し
な
が
ら
、
災

害
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
被
害
が
予
想
さ
れ
る

際
は
、
農
家
組
合
長
を
介
し

て
農
家
へ
の
情
報
提
供
や
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

農
業
災
害
の
対
応
に
当
た
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
関
係

機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図

り
、
対
応
の
在
り
方
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　小
・
中
学
校
の
夏
休
み

は
７
月
25
日
ご
ろ
か
ら
８
月

27
日
ご
ろ
ま
で
の
33
日
間
と

な
っ
て
い
る
。
８
月
31
日
ま

で
延
長
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
　休
業
日
の
年
間
合

計
を
65
日
と
定
め
て
い
る
が
、

夏
・
冬
・
春
休
み
の
開
始
日

と
終
了
日
は
各
学
校
が
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
休

業
日
の
年
間
合
計
が
65
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
臨
機
応
変
な

対
応
を
取
る
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

問町 

長

問

問
　ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
へ

の
助
成
は
、
そ
の
方
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
改
善
に
も
つ
な
が
る
。
本

町
で
も
支
援
を
検
討
し
て
は
。

町
長
　ニ
ー
ズ
や
対
象
者
の

把
握
は
で
き
て
い
な
い
が
、

今
後
は
他
市
町
村
や
県
・
国

の
動
向
を
注
視
し
、
必
要
性

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　令
和
５
年
４
月
か
ら
９

価
ワ
ク
チ
ン
も
公
費
で
接
種

可
能
と
な
っ
た
。
対
象
者
や

保
護
者
に
対
し
、
十
分
な
周

知
が
図
れ
て
い
る
か
。

町
長 

今
後
も
広
報
、
Ｈ
Ｐ

を
通
じ
、
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
た
い
。

問
　本
町
の
投
票
率
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
　一
番
身

近
な
選
挙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

残
念
の
一
言
に
尽
き
る
。
投

票
率
が
低
い
世
代
の
意
識
転

換
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

問
　選
挙
期
間
は
酷
暑
が
続

き
、
投
票
日
も
同
様
の
暑
さ

が
続
い
た
。
投
票
所
の
環
境

整
備
が
急
務
で
は
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
　公
共
施

設
や
集
落
公
会
堂
を
投
票
所

と
し
て
い
る
が
、
代
替
で
き

る
施
設
が
な
い
こ
と
も
課
題

の
１
つ
だ
。
投
票
管
理
者
や

従
事
者
と
相
談
し
、
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問町 

長
町 

長
問

問問

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
対
応
は

本
町
の
投
票
率
と

投
票
所
の
環
境
整
備
は

８
月
末
日
も

猛
暑
日
だ
っ
た
が

髙崎美由貴議員の視点   　　
たかさき　みゆき

教
育
長

選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長

田んぼへの給水制限を伝える
ポンプスイッチの貼り紙

キャッチアップ接種始まる

※アピアランスケア…外見の変化に起因するがん患者の苦痛を軽減するケアのこと。
※QOL…患者の身体的な苦痛の軽減など総合的な活力、生きがい、満足度のこと。

※

※
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災
害

子
育
て

１人暮らしの買い物難民救え
町　長 検討課題として取り組む

２歳児から保育料を無料に
町　長 総合的に支援策を考える

長谷川六男議員の視点   　　
はせがわ　むつお

田中智之議員の視点   　　
たなか　ともゆき

問
　核
家
族
世
帯
や
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
者
の
１
人
暮

ら
し
が
増
え
て
い
る
。
買
い

物
等
に
行
け
な
い
高
齢
者
な

ど
に
町
は
タ
ク
シ
ー
券
を
配

布
し
て
い
る
が
、
枚
数
に
限

り
が
あ
る
。
循
環
バ
ス
を
利

用
し
た
く
て
も
バ
ス
停
が
近

く
に
な
く
な
っ
た
た
め
、
非

常
に
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い

る
と
の
声
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
声
が
届
い
て
い
る
か
。

町
長

　バス
停
が
遠
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
私
自
身
は

聞
い
て
い
な
い
し
、
担
当
課

か
ら
も
聞
い
て
い
な
い
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
買
い
物
難

民
が
町
で
出
て
い
た
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
認
識
し
て
い

な
い
。

問
　買
い
物
難
民
を
救
う
手

立
て
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長

　高齢
者
の
み
世
帯
の

増
加
が
想
定
さ
れ
る
中
、
買

い
物
に
関
す
る
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

お
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　避
難
所
に
な
っ
て
い
る

公
共
施
設
や
各
小
学
校
、
中

学
校
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

　今は
災
害
用
ト
イ
レ

を
優
先
的
に
備
蓄
を
図
り
た

い
。
そ
の
後
に
は
、
当
然
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
町
と
し

て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

問

問

町 

長
問町 

長

町 

長

便座設置でトイレに変身

問
　新
発
田
市
は
令
和
４
年

度
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
を

無
料
に
し
た
。
一
方
、
本
町

の
保
育
料
は
０
〜
２
歳
ま
で

有
料
で
、
子
ど
も
一
人
あ
た

り
月
額
２
万
〜
３
万
円
、
収

入
が
多
い
家
庭
で
は
４
万
円

程
度
だ
。
全
国
的
に
は
０
歳

児
か
ら
所
得
制
限
な
く
完
全

無
料
に
し
て
い
る
自
治
体
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
本
町
で
も
、

ま
ず
は
２
歳
児
の
保
育
料
を

無
料
に
で
き
な
い
か
。

町
長

　若い
保
護
者
に
と
っ

て
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
物
価
高
と

連
続
し
た
社
会
経
済
情
勢
の

中
、
町
独
自
の
支
援
策
も
大

変
重
要
だ
。
国
の
子
育
て
支

援
も
注
視
し
な
が
ら
、
財
源

も
含
め
て
総
合
的
に
今
後
の

支
援
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　聖
中
だ
よ
り
に
「
教
科

セ
ン
タ
ー
方
式
に
疑
問
」
と

い
う
保
護
者
の
意
見
が
あ
っ

た
。
こ
の
方
式
は
開
校
か
ら

22
年
間
ず
っ
と
迷
走
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
誰
が
不
利

益
を
被
っ
て
い
る
か
は
明
ら

か
だ
。
も
う
、
や
め
な
い
か
。

教
育
長

　セン
タ
ー
方
式
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
教
室
型
で
授

業
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
豊

か
な
関
係
を
持
っ
て
教
育
活

動
を
展
開
し
た
ほ
う
が
良
い

と
考
え
る
。
今
後
赴
任
さ
れ

る
校
長
に
も
、
私
の
考
え
を

伝
え
取
り
組
ん
で
も
ら
う
。

問

未来の宝を育てやすい町に

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
を

教
科
セ
ン
タ
ー
方
式

や
め
な
い
か

問教
育
長

※マンホールトイレ…下水道マンホールの上に簡易な便座やパネルを設け、トイレ機能を確保するもの。

町 

長

※
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弁
天
潟

活
性
化

放課後デイサービスを本町に
町　長 対象児童が少なすぎる

減免制度で生活困窮者を救え
町　長 質問の趣旨は十分理解できる

青 木 順 議員の視点   　　
あおき　じゅん

川上りな議員の視点   　　
かわかみ　　　　

問
　放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
本
町
に
も
設
立
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　安
定
的
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
一

定
の
需
要
は
必
要
と
な
る
。

本
町
で
の
設
立
は
対
象
児
童

が
少
な
す
ぎ
る
た
め
、
現
時

点
で
設
立
の
予
定
は
な
い
。

問
　町
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長
　若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
人
が

集
ま
る
の
か
効
果
が
あ
る
の

か
非
常
に
難
し
い
。

問
　弁
天
潟
風
致
公
園
の
桜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
際
に
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
よ
う
な
ス

ポ
ッ
ト
を
作
る
の
は
ど
う
か
。

町
長
　ま
だ
設
備
が
な
く
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。

問
　聖
籠
町
育
英
資
金
貸
与

と
は
別
に
、
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
支

援
を
新
設
で
き
な
い
か
。

町
長
　Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
の
場
合
、

家
庭
の
事
情
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
戻
り
た
い
け
ど
戻
れ

な
い
と
い
う
方
も
い
る
た
め
、

制
度
自
体
が
公
平
な
対
応
と

な
る
の
か
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
支
援
を

問問

町 

長
町 

長

町 

長
問 町 

長

問

問
　町
営
住
宅
東
山
団
地
の

新
た
な
活
用
方
法
と
し
て
、

ひ
と
り
親
世
帯
や
低
所
得
者

や
学
生
な
ど
に
家
賃
の
減
免

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長
　町
に
住
ん
で
い
る
片

親
の
か
た
は
他
に
も
い
る
。

公
平
性
な
ど
も
考
慮
し
、
弱

者
に
対
し
何
か
支
援
で
き
な

い
か
と
い
う
趣
旨
の
質
問
は

十
分
理
解
で
き
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

問
　Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
件
数

は
ど
の
程
度
あ
る
か
。
相
談

が
あ
っ
た
場
合
、
対
応
は
万

全
か
。

町
長
　平
成
30
年
度
か
ら
現

在
ま
で
22
件
あ
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
相
談
も
多
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
相
談
対
応

は
現
在
も
継
続
支
援
中
の

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ケ
ー
ス
ご

と
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
に

努
め
て
い
る
。

問
　町
の
議
事
録
作
成
に
お

い
て
は
、
多
く
の
時
間
と
経

費
が
か
か
る
。
Ａ
Ｉ
な
ど
を

活
用
し
、
労
働
時
間
と
経
費

の
削
減
に
取
り
組
め
な
い
か
。

町
長
　財
源
も
踏
ま
え
、
研

修
と
実
証
を
予
定
し
て
い
る
。

議
会
で
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問
　町
の
循
環
バ
ス
に
つ
い

て
、
町
民
か
ら
多
く
の
意
見

が
あ
っ
た
。
路
線
や
時
間
帯

な
ど
検
討
の
余
地
は
大
い
に

あ
る
と
思
う
。
今
後
は
ど
う

す
る
。

町
長
　定
期
的
に
バ
ス
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

実
現
可
能
な
範
囲
で
改
善
し

た
い
。

問町 

長
町 

長
問

問問町 

長
町 

長

ど
う
す
る

町
へ
の
関
心
の
な
さ

夜桜バックに記念撮影（弁天潟風致公園）

新たな利用方法でより暮らしやすい団地へ
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話し合った

レポートレポート議会運営委員会とは？

新メンバーで
委員会始動

地域社会の繁栄に
つながる活動

厚生産業

総務文教

見て聞いて

委員会委員会

広報広聴

議会運営

　改
選
後
、
新
た
な
議
会
運

営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
改
め
て

議
会
運
営
委
員
会
の
役
割
に

つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　議
会
運
営
委
員
会
と
は
、

名
前
に
あ
る
通
り
「
議
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め

の
話
し
合
い
を
行
う
委
員

会
」
で
す
。
所
管
事
項
は
、

①
議
会
の
運
営
、
②
議
会
の

会
議
規
則
や
委
員
会
に
関
す

る
条
例
、
③
議
長
の
諮
問
事

項
の
調
査
等
３
つ
で
あ
り
、

議
会
全
体
に
関
す
る
こ
と
は

全
て
議
会
運
営
委
員
会
で
話

し
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

議
会
の
中
心
的
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
委
員
会
と
い
え

ま
す
。

　そ
し
て
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
直
近
の
課
題
は
、
議
会

の
可
視
化
と
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
２
つ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、
委
員
６
名
で

委
員
会
活
動
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
委
員
長
　宮
沢
さ
や
か
）

　９
月
議
会
で
改
選
後
初
の

常
任
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
委
員
会
で
は
、
町
民

課
、
保
健
福
祉
課
、
産
業
観

光
課
、
ふ
る
さ
と
整
備
課
、

東
港
振
興
室
、
上
下
水
道
課
、

農
業
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
に
関
す
る
事
務
の
調
査
と
、

請
願
、
陳
情
等
の
審
査
を
担

当
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
年

間
、
新
人
３
人
を
含
む
新
し

い
編
成
で
活
動
し
て
い
き
ま

す
。　主

に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

安
全
性
と
効
率
性
が
向
上
す

る
こ
と
。
町
民
の
健
康
と
福

祉
を
守
る
こ
と
。
環
境
へ
の

貢
献
に
な
る
こ
と
。
農
業
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
こ

と
。
東
港
工
業
地
帯
企
業
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
、
行

政
が
透
明
か
つ
公
平
な
政
策

を
実
施
し
て
い
る
の
か
を
調

査
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
行

政
に
届
け
、
地
域
社
会
の
繁

栄
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き
か

け
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
　髙
崎
美
由
貴
）

　９
月
29
日
、
県
議
長
会
主

催
の
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
９
町
村
の
広
報
委
員

会
と
事
務
局
が
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
午
前
中
は
、
事
例

発
表
と
し
て
聖
籠
町
・
弥
彦

村
・
刈
羽
村
の
３
町
村
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
が

広
報
作
成
の
事
例
・
留
意
点

を
発
表
し
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
意
見
交
換
の
中
に
は
、

議
会
広
報
の
町
民
参
加
の
掲

載
記
事
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
や
、
対
象
者
が
氏
名
や
写

真
の
掲
載
に
抵
抗
感
が
あ
り

協
力
と
理
解
が
得
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
午
後
は
講
演
「
伝
わ
る

議
会
報
の
構
造
と
証
言
」
を

自
治
体
広
報
公
聴
研
究
所
の

金
井
氏
か
ら
講
演
を
受
け
ま

し
た
。
本
町
の
広
報
も
講
評

を
受
け
た
中
で
、
リ
ー
ド
文

を
う
ま
く
使
っ
て
読
む
側
に

な
る
こ
と
も
大
事
と
の
事
で

し
た
。
広
報
づ
く
り
の
教
訓

を
得
て
研
修
を
終
了
し
ま
し

た
。（

委
員
長
　須
貝
龍
夫
）

　改
選
後
に
半
数
の
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
９
月

定
例
会
は
新
し
い
顔
ぶ
れ
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
主
に
、

町
の
行
財
政
に
関
す
る
こ
と

や
環
境
・
防
災
対
策
、
選
挙

事
務
の
運
営
、
教
育
や
保
育

の
運
営
等
に
関
す
る
調
査
を

行
い
、
議
案
や
請
願
・
陳
情

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

　９
月
21
日
に
行
わ
れ
た
初

め
て
の
委
員
会
は
、
教
育
委

員
と
監
査
委
員
の
人
事
案
件
、

補
正
予
算
を
慎
重
に
調
査
し

ま
し
た
。
請
願
１
件
に
対
し

て
も
審
査
を
行
い
全
会
一
致

で
採
択
と
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
後
行
う
先
進
地

視
察
に
関
し
て
も
議
論
し
、

得
ら
れ
る
情
報
や
知
識
を
よ

り
一
層
町
で
活
か
せ
る
視
察

に
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
視
察
内
容
や
訪
問
先

を
委
員
会
全
体
で
検
討
し
て

い
く
事
と
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
所

管
に
関
し
委
員
会
全
員
で
活

発
に
議
論
を
重
ね
、
調
査
や

審
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
　伊
藤
千
穂
）

読んでもらえる
広報のために
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話し合った

レポートレポート議会運営委員会とは？

新メンバーで
委員会始動

地域社会の繁栄に
つながる活動

厚生産業

総務文教

見て聞いて

委員会委員会

広報広聴

議会運営

　改
選
後
、
新
た
な
議
会
運

営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
改
め
て

議
会
運
営
委
員
会
の
役
割
に

つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　議
会
運
営
委
員
会
と
は
、

名
前
に
あ
る
通
り
「
議
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め

の
話
し
合
い
を
行
う
委
員

会
」
で
す
。
所
管
事
項
は
、

①
議
会
の
運
営
、
②
議
会
の

会
議
規
則
や
委
員
会
に
関
す

る
条
例
、
③
議
長
の
諮
問
事

項
の
調
査
等
３
つ
で
あ
り
、

議
会
全
体
に
関
す
る
こ
と
は

全
て
議
会
運
営
委
員
会
で
話

し
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

議
会
の
中
心
的
な
役
割
を

持
っ
て
い
る
委
員
会
と
い
え

ま
す
。

　そ
し
て
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
直
近
の
課
題
は
、
議
会

の
可
視
化
と
議
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
２
つ
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
４
年
間
、
委
員
６
名
で

委
員
会
活
動
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
委
員
長
　宮
沢
さ
や
か
）

　９
月
議
会
で
改
選
後
初
の

常
任
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
委
員
会
で
は
、
町
民

課
、
保
健
福
祉
課
、
産
業
観

光
課
、
ふ
る
さ
と
整
備
課
、

東
港
振
興
室
、
上
下
水
道
課
、

農
業
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
所

管
に
関
す
る
事
務
の
調
査
と
、

請
願
、
陳
情
等
の
審
査
を
担

当
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
年

間
、
新
人
３
人
を
含
む
新
し

い
編
成
で
活
動
し
て
い
き
ま

す
。　主

に
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

安
全
性
と
効
率
性
が
向
上
す

る
こ
と
。
町
民
の
健
康
と
福

祉
を
守
る
こ
と
。
環
境
へ
の

貢
献
に
な
る
こ
と
。
農
業
を

持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
こ

と
。
東
港
工
業
地
帯
企
業
の

発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
な
視
点
を
持
ち
、
行

政
が
透
明
か
つ
公
平
な
政
策

を
実
施
し
て
い
る
の
か
を
調

査
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
民
の
意
見
を
吸
い
上
げ
行

政
に
届
け
、
地
域
社
会
の
繁

栄
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き
か

け
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
　髙
崎
美
由
貴
）

　９
月
29
日
、
県
議
長
会
主

催
の
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　県
内
９
町
村
の
広
報
委
員

会
と
事
務
局
が
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
午
前
中
は
、
事
例

発
表
と
し
て
聖
籠
町
・
弥
彦

村
・
刈
羽
村
の
３
町
村
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
が

広
報
作
成
の
事
例
・
留
意
点

を
発
表
し
意
見
交
換
を
し
ま

し
た
。
意
見
交
換
の
中
に
は
、

議
会
広
報
の
町
民
参
加
の
掲

載
記
事
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
や
、
対
象
者
が
氏
名
や
写

真
の
掲
載
に
抵
抗
感
が
あ
り

協
力
と
理
解
が
得
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
午
後
は
講
演
「
伝
わ
る

議
会
報
の
構
造
と
証
言
」
を

自
治
体
広
報
公
聴
研
究
所
の

金
井
氏
か
ら
講
演
を
受
け
ま

し
た
。
本
町
の
広
報
も
講
評

を
受
け
た
中
で
、
リ
ー
ド
文

を
う
ま
く
使
っ
て
読
む
側
に

な
る
こ
と
も
大
事
と
の
事
で

し
た
。
広
報
づ
く
り
の
教
訓

を
得
て
研
修
を
終
了
し
ま
し

た
。（

委
員
長
　須
貝
龍
夫
）

　改
選
後
に
半
数
の
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、
９
月

定
例
会
は
新
し
い
顔
ぶ
れ
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
委
員
会
で
は
主
に
、

町
の
行
財
政
に
関
す
る
こ
と

や
環
境
・
防
災
対
策
、
選
挙

事
務
の
運
営
、
教
育
や
保
育

の
運
営
等
に
関
す
る
調
査
を

行
い
、
議
案
や
請
願
・
陳
情

な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

　９
月
21
日
に
行
わ
れ
た
初

め
て
の
委
員
会
は
、
教
育
委

員
と
監
査
委
員
の
人
事
案
件
、

補
正
予
算
を
慎
重
に
調
査
し

ま
し
た
。
請
願
１
件
に
対
し

て
も
審
査
を
行
い
全
会
一
致

で
採
択
と
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
今
後
行
う
先
進
地

視
察
に
関
し
て
も
議
論
し
、

得
ら
れ
る
情
報
や
知
識
を
よ

り
一
層
町
で
活
か
せ
る
視
察

に
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
視
察
内
容
や
訪
問
先

を
委
員
会
全
体
で
検
討
し
て

い
く
事
と
し
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
所

管
に
関
し
委
員
会
全
員
で
活

発
に
議
論
を
重
ね
、
調
査
や

審
査
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
委
員
長
　伊
藤
千
穂
）

読んでもらえる
広報のために
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ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
。

　こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る

に
あ
た
り
、
子
育
て
に
手
厚

い
聖
籠
町
で
す
が
、
子
ど
も

や
若
い
夫
婦
に
優
し
い
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ど
ん
な
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
か
？

　た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り

を
持
ち
、
社
交
的
で
明
る
く
、

元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

で
す
。

山
口
さ
ん
ご
家
族
の
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　私
た
ち
夫
婦
は
農
業
が
好

き
だ
っ
た
り
、
熱
帯
魚
や
動

物
が
好
き
だ
っ
た
り
す
る
の

で
、好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
、

家
族
や
友
達
と
楽
し
い
時
間

を
大
切
に
ま
っ
た
り
と
過
ご

し
て
い
き
た
い
で
す
。

議会トップページは
こちらから

新 潟県 聖籠 町 議 会
広報広聴常任委員会
昭栄印刷 株 式 会 社
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印刷

委 員 長
副委員長
委 員

発 行 責 任 者

広 報 広 聴 常 任 委 員 会

須貝　龍夫
斎藤　　豊
手嶋　　満
伊藤　千穂
長谷川進一
川上　りな

議 長 宮沢　光子

検索聖籠町議会

本会議を
聴くことが
できます

～ Welcome to Seiro ～

〒957ｰ0192　新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山1635ｰ4　TEL（0254）27ｰ1967　FAX（0254）27ｰ6133
議会だよりは町のホームページでもご覧になれます
聖籠町議会だよりは、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

「ようこそ聖籠へ！」では、他市町村出身で、
現在聖籠町にお住まいのご家族にインタビューをします。

山口　知佳さん
（旭ヶ丘）

やまぐち ち　か

幼稚園児からたくさんの元気を
もらいました。

  （９月30日）

★表紙の写真★

楽しい時間を大切に まったりと！

①FM 放送
エフエムしばた 76.9MHz
②インターネットサイマルラジオ
右の２次元コードから
聴くことができます。

次回の定例会は、12月12日㈫開催予定です。

　議
会
広
報
紙
を
愛
読
さ
れ
て
い
る
町
民

の
皆
さ
ん
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　今
年
の
８
月
に
議
会
議
員
の
選
挙
が
あ

り
、
前
任
の
委
員
１
人
以
外
は
新
任
委
員

と
し
て
、
委
員
全
員
で
日
々
、
悪
戦
苦
闘

を
し
な
が
ら
広
報
紙
づ
く
り
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　今
年
は
７
月
か
ら
近
年
に
な
い
よ
う
な

猛
暑
日
が
９
月
初
旬
ま
で
続
い
て
、
県
内

で
も
水
不
足
の
た
め
農
作
物
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
行
政
機
関
も
被
害
状
況
の
把
握

と
被
害
の
出
た
農
業
者
に
対
応
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
被
害
補
償
を
早
く
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　今
後
も
議
会
広
報
紙
が
皆
さ
ん
に
今
以

上
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
づ
く
り
に
、

広
報
委
員
全
員
で
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　ま
た
、
愛
読
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

も
、
議
会
や
委
員
会
に
対
す
る
意
見
・
要

望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　

委
員
長
　須
貝 

龍
夫

　今
回
は
旭
ヶ
丘
集
落
の
山

口
さ
ん
ご
家
族
で
す
。

家
族
構
成
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　今
は
夫
婦
２
人
で
す
が
、

11
月
に
第
１
子
が
産
れ
る
予

定
で
す
。

出
身
地
と
聖
籠
町
在
住
年

数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　夫
は
新
津
（
秋
葉
区
）
出

身
で
、
９
月
か
ら
聖
籠
町
に

住
み
始
め
ま
し
た
。
私
は
聖

籠
町
出
身
で
22
歳
ま
で
聖
籠

町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

５
年
ほ
ど
新
津
に
住
み
、
ま

た
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

聖
籠
町
の
良
い
と
こ
ろ（
好

き
な
と
こ
ろ
）を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　果
物
が
お
い
し
い
と
こ

ろ
！！
特
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
と
ナ

シ
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

も
好
き
で
す
。

　聖
籠
町
の
か
た
が
た
は
人

と
人
と
の
距
離
が
近
く
、
と

て
も
温
み
を
感
じ
ら
れ
る
の

も
好
き
で
す
。

「元気いっぱい ガンバロー！」
（町立せいろう幼稚園運動会）
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